
登録再生利用事業者 [全事業共通項目] 業界自主基準 現地確認チェックシート                                         一般社団法人 全国食品リサイクル連合会 

調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、総合的に判断して合否を決定すること 

 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 排出事業者視察（契約前、定期、チェックリスト） 

（地元団体の見学、産廃協会視察） 

ワタミ、日清食品、（入りと出の確認、排出事業者側の専用チェック

リスト作成） 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） ☑ □ □ 産業観光ツアー冊子、出展履歴（産業観光ツアー、学

校出前授業、リサイクルフェア出展、環境学習講演） 

産廃協会視察見学会の協力（大人の社会派ツアー）宇部小野田産業観

光推進協議会 

廃棄証明証の提出 ☑ □ □ マニフェスト、廃棄証明書（要求あれば） 産廃はマニフェスト 要望の応じ廃棄証明書を発行している。 

法令の相談にのっている ☑ □ □ 随時、電話相談・問い合わせに対応 産廃か一廃か？など廃棄物該当性判断などを聞かれる 

付加価値商品の紹介（消臭剤他） ☑ □ □ 各種パンフ（廃プラ・廃食油リサイクル等の総合的な

提案、排水管詰まり、グリストラップ対応など） 

ワンストップサービス（排水管洗浄等）チラシの作成（水のお悩み）

など不用品の片付け。グループ会社でも対応。 

排出事業者に出向いて分別教育 ☑ □ □ 契約時提供資料 分別容器マニュアルの作成 

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

 □ ☑ □   

生産者へのヒアリング結果を報告 ☑ □ □ メーカーとの状況情報交換、エコフィード製造事業者

の情報公開（農林水産省HP公開） 

餌の売れ行きの動向など 

インターネットによる情報公開（見える化） ☑ □ □ HP、産廃情報ねっと、エコアクション 21、YouTube ＫＹＲチャンネル 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 畜産試験場試験データ文献（HPで公開） 山口県畜産試験場研究報告 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ 現在飼料メーカー 

（スーパー、行政との協議会実績あり） 

地域循環圏形成モデル事業、食品廃棄物リサイクルル

ープへの受入量の増加事業 

平成２５年 ㈱廃棄物工学研究所 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 ☑ □ □ 飼料メーカー（スーパーとの協議はあり） 飼料メーカーの営業担当者と月１回くらいのコミュニケーション 

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

□ ☑ □  

 

 

 

調査年月日 調査対象 調査者 区分 確認者 

令和 4 年 11

月 18 日 

会社名  

（株）アースクリエイティブ 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

新規 栗原和実 

実施確認の 

結果評価 
評価  合格・不合格 

 



国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

□ ☑ □  現在は飼料配合メーカーのみ販売 

生産者の活動をＰＲ支援 □ ☑ □   

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） □ ☑ □   

 

 

□ □ □   

６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 ☑ □ □ 産業観光ツアー冊子、見学依頼書、学校感想文（社会

見学、環境衛生連合会視察、産業観光ツアー） 

同上 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） □ ☑ □   

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） ☑ □ □ 産業観光ツアー、学校出前授業、リサイクルフェア出

展、環境学習講演 

同上 

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 ☑ □ □ TV放映 新聞 循環経済新聞 ラジオ ＦＭきらら 

フード・アクションアワードへの参加 □ ☑ □   

 □ □ □   

 □ □ □   

 □ □ □   

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ 地域清掃等（エコアクション報告書） 自主的清掃を実施。山口・宇部テクノパーク連絡協議会幹事会（工業

団地メンバー清掃） 

住民説明会の実施（定期・随時） □ ☑ □ 関係自治会無し  

イベントの開催または支援 ☑ □ □ イベント協賛、スポーツチームのスポンサー、イベン

トへの寄付 

レノファ山口 ミネルバ宇部 女子フットサル 

苦情受付の受付と対応 ☑ □ □ 連絡体制表、地元市民の見学対応、（エコアクション

21取得） 

過去に苦情はなし 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

☑ □ □ 市との学校給食リサイクル（委託契約書） 学校給食１5カ所、（見初小、厚東小、常盤小、原小、小羽山小、神原

小、西宇部小、船木小、万倉小、川上小、琴芝共同、日岐波共同、黒

岩小、二股瀬共同、小野小） 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ 市廃棄物対策課・県庁へ年始の挨拶や各種報告、環境

協定書、市政 100周年寄付、各種イベント協賛、市廃

棄物講習受講（テキスト、資料確認） 

月１回ペース。 

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ 全食リ連、定期的な情報メール、互例会、団地の懇話 ＺOOM会議、メール配信等 



会、廃棄物講習参加（テキスト、資料確認） 

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 ☑ □ □ 産廃協会、JICA、各種講演（講演出展一覧表） 学生対象に食品リサイクル講師 山口大学工学部。中島専務 竹村部

長が事例発表 

国や地方自治体からの専門委員委嘱 ☑ □ □ あり（中島経歴書参照） 令和 4年度 農林水産省生産資材安全確保対策委託事業 

平成 29年度 宇部市食品リサイクルループ推進協議会 委員 

宇部市環境国際協力協会 理事 

宇部ユネスコ協会 理事 

宇部市特別職報酬等審議会 委員 

宇部・美祢・山陽小野田産業観光推進協議会  

宇部市・ニュ－カスル市姉妹都市友好協会  

宇部海洋少年団 運営委員 

宇部まつり実行委員会 委員 

新川市まつり実行委員会 委員 

宇部港長期構想検討委員会  

国や地方自治体からの表彰授与 ☑ □ □ 安全管理者表彰 宇部安全運転管理者協議会 エコアクション２１事務局 宇部市１０

０周年寄付 

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □ 見学申込書（各種団体、学校の社会見学）  

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ 更新許可講習会、産廃講習、市廃棄物講習（テキス

ト、資料確認） 

 

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

□ ☑ □ 該当なし  

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 ☑ □ □ リサイクル製品認定、リサイクルファクトリー 山口エコ・ファクトリー  

大学など地元研究機関や試験場と連携した高品

質化・安全性評価の向上 

☑ □ □ 畜産試験場共同研究（HPに掲載有）、水産試験場（あ

さり）、産業技術センター（麹菌） 

乾燥しやすさ 麹菌処理をコストダウン 

 地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） □ ☑ □ 飼料メーカーとの意見交換 直接農家納入はなし 

 

１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 

 

コメント 

研修会等

への積極

参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 各種講習会終了証、施設技術管理士、安全運転管理者

講習、実務者講習、産廃更新講習（テキスト） 

社員に積極的に行かせている。 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

☑ □ □ 社内研修会の実施、リサイクルマスター、エコドライ

ブ、県産業技術センター共同試験、電気講習（日本テ

クノ）機械メーカー講習（L＆F,いすゞ）、外部研修機

社員に積極的に行かせている。 



関で受講 

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定等他 

☑ □ □ 資格一覧、就業規則（取得支援制度、合格祝金） 

研修会発表、表彰制度 

取得支援制度として合格祝金も付与している。 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ GMP研修修了、飼料化進出セミナー修了 中島専務 

 

特記事項 

① 昭和３２年創業から 65年目を迎え、先代からの事業承継を栗原代表取締役と中島専務取締役との協力体制のもと完了し現在に至る。 

② 今年度、自社ビルを建設し、社長室や役員室の撤廃など、社員と壁のない環境づくりを目指し、コロナ対策や会議室のネット化など社員とのコミュニケーション環境や労働環境の改善に力を入れている。 

③ 社屋や街中を走る収集車両や営業車などに会社ロゴを掲示し積極的にアピールしている。洗車を維持しなくては汚れが目立ってしまう車両ボディ色をあえて白ベース色に設定しており、ロゴの青と緑とオレン

ジ 3色のコンストラクションが冴え、清潔感や先進性を感じさせた。廃棄物処理業や浄化槽といった汚物等を扱う会社とは想像できないイメージ戦略が際立っている。その結果、社員の新規採用にもつながっ

ていると思われる。 

④ 飼料化事業は新加熱処理基準に対応しており、飼料高騰により、順調に飼料配合メーカーへ売却されている。 

⑤ 社員教育に力を入れており、社内制度で、誕生日休暇・育児休暇・有給休暇の付与などに力を入れ、休憩室の整備など、労働環境の改善を行っている。 

⑥ 人材育成においては、資格取得について会社が負担し、資格合格者には合格祝い金も付与するなど待遇改善にも力を入れている。 

 

 

 

総評 

① 社員の給与面など待遇改善へ努力しており、社員の生活レベルの向上が、会社のステータス向上につながっており、地元での優秀な人材確保の要因となっていると感じた。 

② 役員から部長への権限や運営委譲（人材育成）は既に進んでいるので、今後は部長から下の管理職に事業全体を任せられる体制を作っていくことを目標とされている。 

③ 今後は、飼料化事業以外の分野にも進出を検討していることから、部長が新規事業に取り組めるような体制づくりを目指していくことも合わせて目標とされている。 

 

 

  

 

 

 

 

 


